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１ はじめに 

生徒たちは授業でデータの分析について学習

しているが、思っていたより反応がよろしくな

い。平均値や偏差値など日常生活の中でよく目

や耳にし、数学の他の分野よりも身近に感じる

ことができるはずなのに、生徒たちからその違

いをあまり感じることができない。そこで、実

際に生徒自身が、身近にあるデータを集めて、

そのデータを分析することで、データの分析の

面白さと有用性を感じてもらえるのではない

かと考えた。今回、既習内容である三角比を用

いて校舎の時計塔の高さを算出させ、そのデー

タについて分析させた。 

 

２ 実践計画 

(1) 対象生徒 

農業科園芸クリエイト科２年生を対象と

した。数学Ⅰは２年間の継続履修を実施して

いる。生徒の状況は、個々の数学の能力に大

きな差があり、その意欲にも差がある。その

ため、多様な指導上の問題点に気付くことが

できるのではないかと考えた。 

 

(2) 学習指導計画 

実施時期はデータの分析についての学習

が終了した後である。また、授業時数は次の

ように設定した。 

 

三角比（正接）の復習 … １時間 

時計塔の実測     … １時間 

代表値の復習及び計算 … １時間 

時計塔の高さの決定  … １時間 

 

生徒の学力を考慮し、復習の時間と計算に

かかる時間をしっかり確保できるようにし

た。そして、本研究の一番の目的である、デ

ータの分析の面白さと有用性を感じてもら

うため、復習及び計算を行う時間とそのデー

タ分析を行う時間を分けて授業を行うこと

とした。 

また、生徒の活動形態は５人程度の班での

活動を中心に行うようにして、班員は学力的

にバランスがとれた形になるように構成し

た。復習や計測、高さの算出等において、相

互に教えあうことができるようにするため

である。 

 

(3) 事前準備 

建物の高さを計測する方法は様々あるが、

今回は次のような道具（写真１）を使用し、

時計塔から 15m、50m、100m 離れた３地点か

ら仰角を計測し、高さを算出するようにした。 

 

 

写真 1 

 

この方法では誤差が大きく、正確な計測デ

ータを収集することは難しい。しかし、今回

は身近にあるデータを分析することが目的

であるので、むしろデータにばらつきがある

ほうが分析時に生徒たちの議論が面白くな

るのではないかと考えた。 

また、生徒が活動の記録や計算結果を記入

するためのプリントとして、次のようなプリ

ント（プリント１、２）を作成した。 

 

プリント 1 



 

生徒の学力差を考慮して、使いやすくなる

ように作成した。特に、データの分析を行う

ときに代表値が見やすい位置にあるように

した。代表値として、最大値、最小値、中央

値、平均値は必ず求めるようにした。更に、

それ以外の生徒の発想や気付きによって記

入できる部分もあわせて作成した。 

 

３ 授業実践 

(1) 各授業時における課題点 

ア 三角比（正接）の復習 

三角比の授業を行ってからかなりの日

数が経過していたため、多くの生徒が内容

について記憶していなかった。そのため、

復習にかなり時間がかかった。今回は余裕

を持って１時間を確保していたため、時間

内にほとんどの生徒が高さの算出方法等

を再確認することができた。生徒の学力が

高い場合は、計測とあわせて１時間として

もよいと感じた。 

 

イ 時計塔の実測 

計測用道具が班ごとに１つであったこ

とと、計測地点が３か所あったことでかな

りの時間を要した。三角比の復習とあわせ

て１時間で行う場合は、計測用道具の数を

増やす必要がある。計測地点についてはデ

ータの分析のために減らさないほうがよ

いと思われる。 

 

ウ 代表値の復習及び計算 

代表値の復習については、学習直後であ

ったためあまり時間は必要なかった。しか

し、計測した仰角から時計塔の高さを算出

することや平均値を計算することにかな

り時間がかかった。生徒の計算力に不安が

ある場合は電卓等を利用する必要がある

と感じた。 

 

エ 時計塔の高さの決定 

各生徒が作成したデータからまず自分

が考える時計塔の高さを決定させた後に、

班の中で意見交換させた。予想はしていた

が、多くの生徒は深く考えることなく、全

体における平均値か中央値を時計塔の高

さとして選択していた。そのため、多くの

班で議論がほとんど行われない状況とな

ってしまった。そこで、「なぜ、他の代表

値を選ばないのか、その理由を考えてみよ

う。」、「求めた代表値以外に有効な値は存

在しないのか？」と発問した。そうすると、

全体だけでなく地点ごとに信頼できる値

のみで平均値や中央値を算出する班や最

頻値の考え方に沿って似通った値で多い

ものを探している班などがあった。 

 

(2) 生徒の感想 

・ 計算は大変だったけど数学っぽくない

授業で面白かった。 

・ 時計塔の高さを自分で計って決められ

たので楽しかった。 

・ 高さの決め方でいろんな考えを聞けた

のでよかった。 

・ 計算がめんどくさかったので電卓を使

いたかった。 

 

４ まとめと考察 

データの分析を主としていたが、三角比とあ

わせて２分野を利用して課題学習を行った。生

徒たちの感想は概ね好評であった。普段の授業

では、数学に興味・関心を持っていない生徒や

数学が嫌いな生徒は、授業に集中することがで

きない場面が多い。しかし、今回の授業では生

徒同士で教えあったり、教室を出て計測に行っ

たりと座学だけではなかったため、比較的興味

を持って活動していた。ただ、班ごとに議論す

る場面では、どのように自分の意見を主張する

のかなど議論する方法が分からなくて戸惑っ

ている生徒が多く見られた。生徒主導で活動さ

せるためには、その活動のやり方について教員

がしっかりと生徒に提示し、普段の授業などで

少しずつ実践させておかなければならないと

改めて気付かされた。今後の課題として研究し

ていきたい。 

プリント 2 


